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富山市ＰＴＡ連絡協議会広報紙　第101号

第75回日本PTA東海北陸ブロック研究大会

第7回富山県PTA会員大会第7回富山県PTA会員大会

２019年10月18日（金）・19日（土）

開催日時 ： 令和元年11月30日（土）13:00～（受付12:00）
会場 ： 富山県民会館

津市産業スポーツセンター サオリーナ

　令
和
元
年
度
、富
山
市
P
T
A
連
絡
協
議

会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
水

橋・三
成
ブ
ロ
ッ
ク
、三
成
中
学
校
よ
り
出
向

の
古
川
尊
久
で
す
。ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
化
、多
様
化
、情
報
化
社
会
、教
師
の
多
忙
化
な
ど
、私
た
ち
が
子
供
で

あ
っ
た
時
代
と
は
違
う
形
の
厳
し
さ
が
あ
り
ま
す
。私
は
、保
護
者
が
、そ
の

よ
う
な
現
状
を
し
っ
か
り
と
認
識
す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

P
T
A
は「
子
供
た
ち
の
た
め
」を
第一に
考
え
て
動
く
組
織
で
は
あ
り
ま
す

が
、子
供
た
ち
の
た
め
に
活
動
す
る
中
で
、私
た
ち
大
人
自
身
が
成
長
す
る

機
会
を
得
ら
れ
る
組
織
で
も
あ
り
ま
す
。

　来
年
は
こ
こ
富
山
県
で
、日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
主
催
の
日
本
P
T
A

全
国
研
究
大
会
富
山
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。大
会
に
参
加
す
る
意
義
と
し

て
は
、⑴
会
員
の
子
育
て
に
関
す
る
知
識
等
を
学
ぶ
機
会
と
な
る
こ
と
、⑵
自

分
た
ち
の
P
T
A
活
動
の
参
考
事
例
に
出
会
え
る
こ
と
、⑶
活
動
を
通
し
て

仲
間
が
作
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
を一つ
の
機
会
と
捉
え
て
、今

年
度
は「
学
び
の
場
の
提
供
」を
重
点
実
施
項
目
に
掲
げ
ま
し
た
。

　大
切
な
こ
と
は
、す
べ
て
の
人
が
世
の
中
の
出
来
事
に
無
関
心
に
な
ら
ず
、

意
見
を
持
っ
て
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、正
し
い
情

報
を
見
極
め
、学
び
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。今
、私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
は
、実
際
に
そ
う
い
う
風
に
社
会
に
参
加
し
て
よ
り
良
い
社
会
を

築
く
こ
と
と
、そ
う
い
う
姿
を
子
供
た
ち
に
見
せ
て
、自
分
た
ち
が
望
め
ば
社

会
は
よ
り
良
く
な
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　す
べ
て
の
P
T
A
活
動
の
中
に
学
び
の
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

P
T
A
行
事
で
ち
ょっ
と
で
も
気
に
な
る
も
の
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
六
月
二
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
に
て
令
和
元
年
度
会
長
情
報
交
換
会
を
開

催
、
市
内
の
各
小
中
学
校
七
十
三
校
の
会
長
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
第一部
で
は
新
潟
県
P
T
A
連
合
会
よ
り
平
石
祥
吉
氏
を
招

き
「
第
六
十
六
回
日
本
P
T
A
全
国
研
究
大
会
を
開
催
し
て
」

と
題
し
て
自
ら
の
P
T
A
経
歴
や
、
全
国
大
会
実
行
委
員
長
と

し
て
経
験
し
た
新
潟
大
会
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
第一分
科
会
で
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク

長
会
議
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
・
三
・
四
・
五
の
四
つ
の
分
科
会
を
、
学
校
規

模
別
に
例
年
通
り
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
開
き
、
悩
み
の
共

有
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
取
り
組
み
を
披
露
し
合
う
会
と

な
る
よ
う
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
部
屋
に
て
行
わ
れ
る
分
科
会
で
は
多
く
の
情
報
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
且
つ
悩
み
を
解
決
で
き
る
糸
口
が
見
つ
け
ら
れ
る

と
あ
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
足
り

な
い
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
見

を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

た
な
試
み
に
対
す
る
様
々
な
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

検
討
を
進
め
来
年
度
に
生
か
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
五
月
十
九
日
（
日
）
八
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、

百
五
十
四
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
広
報
実
技
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

　「
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
！
P
T
A
広
報
紙
づ
く
り
」
と
題
し

た
富
山
県
P
T
A
連
合
会
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
魚
住
恭
子
氏

の
講
演
会
で
は
、「
広
報
紙
発
行
の
目
的
」
や
「
読
み
や
す
い

広
報
に
す
る
に
は
」
な
ど
広
報
紙
の
基
本
的
な
作
り
方
に
つ
い

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
実
際
に
資
料
を
も
と
に
そ
の

場
で
広
報
紙
を
作
成
し
、
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
広
報
紙
を
作
る
こ
と
に
よ
り
参
加
者
同
士
の
作
り

方
の
違
い
や
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
知
り
、
今

後
の
広
報
紙
作
成
の
参
考
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
ぜ
ひ

今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
情
報
交
換
会

広
報
実
技
研
修
会

ブ
ロ
ッ
ク
紹
介

…
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会
長
挨
拶
／
日
P
兵
庫
大
会
報
告
／

校
長
会
役
員
と
の
懇
談
会
／
表
彰
一
覧

平成30年度
市P連功労賞（表彰状）名簿

第6分科会で富山市立芝園小学校が「子供たちがより安心・安全に通学できる通学路を目指して
　～地域全体で子供たちを見守る活動～」というテーマで発表します。

大会内容：各種分科会  
　　　　　研究指定PTA発表  小学校の部　富山市立　堀川小学校有成会
　　　　　　　　　　　　　　中学校の部　砺波市立　般若中学校PTA

四 方 小 　草島　周司 様
太 田 小 　三浦　笑美 様
呉 羽 小 　酒井　陽子 様
大久保小 　長澤　康弘 様
東 部 中 　室　　敬人 様
西 部 中 　水口　　満 様
新 庄 中 　柴垣　幸正 様
山 室 中 　尾近　　隆 様
山 室 中 　竜川　　薫 様
城 山 中 　中崎　洋一 様
城 山 中 　能澤　　誠 様
城 山 中 　森野　利彦 様
附 属 中 　吉澤比佐志 様

富
山
市
P
T
A
連
絡
協
議
会
　会
長　

古
川 

尊
久

富山市小中学校長会役員との懇談会富山市小中学校長会役員との懇談会
8月19日（月）午後6時30分よりANA
クラウンプラザホテル富山にて、富山市
小中学校長会役員から16名と富山市
PTA連絡協議会役員から
25名が参加して懇談会
を開催致しました。

8月23日（金）、24日（土）に日本PTA全国研
究大会兵庫大会が開催されました。2日目の全
体会では、8,000人の参加者が集まる中、メン
タリストDaiGo氏による「子育て
は、心理学でラクになる」と題し
た記念講演がありました。来年度
の富山大会のPRも行いました。



水橋・三成ブロック
⑭ 水橋中

⑮ 三成中

⑧ 岩瀬中

⑥ 北部中

岩瀬ブロック

北部ブロック

⑩ 奥田中 ⑦ 新庄中
奥田ブロック 新庄ブロック

① 芝園中
芝園ブロック

⑪ 大泉中 ⑱ 藤ノ木中
大泉ブロック 藤ノ木ブロック

⑨ 山室中
山室ブロック

③ 東部中
東部ブロック

堀川ブロック
② 堀川中

南部ブロック
⑤ 南部中

東部エリア 北部エリア

前田　和紀
一人一人の負担を減らしつつ、
明るく楽しい活動を心がけま
す。

寺西　茜
無駄を省きコンパクトな活動
にしながらも、楽しく仲良く絆
を深めていきたいです。

堀田　希
学校・保護者・地域で、児童が安
心・安全に生活できる環境作り
に努めます。

尾島　祐哉
時代にあわせた活動の見直し
で、会員負担の軽減に努めて
います！

谷口　大樹
子供たちや皆さまと共に、笑顔
で成長して行ける様に頑張り
ます。

飯倉　正和
育友会では生徒会と連携して、「北
部中ネット親子宣言」を行いネッ
トトラブル防止に努めています。

松永　太輔
「見る」から「観る」、「聞く」から
「聴く」で広げるよう　家庭・学
校・地域の輪

黒川　裕之
「助け合おう、みんなで行うPTA」　～無理せず、やれ
る範囲で、家族や地域のために～　このスローガンの
もと、気軽に取り組めるように活動していきます。

安宅　千春
活動内容の見直しをし、負担の
少ない育友会にしていきたい
と思っています。

中村　一八
「生徒と繋がるＰＴＡ活動」、「学校
と保護者の繋がり」、「保護者同士
の繋がり」を目的に活動します。

髙橋　誠
令和の幕開けに迎える創校50
周年を子供たちや地域の方と
一緒に楽しくお祝いします。

笠嶋　英司
時代に合わせたPTAの改善を
行いながら、奥田っ子たちの笑
顔の為に活動する。

堀田　栄一
一人一人が、できる事を、でき
る範囲でみんなで協力しなが
ら活動していきます。

渡邉　武人

中坪　昭広
「PTA主催のイベントに保護者の方も子供と一
緒に参加し、どうせやるなら楽しくやろうよ」を
スローガンに多くの活動を予定しています。

水野　大
つながろう“広田っ子応援団”

桜井　俊輔
教職員、保護者、地域の方々と連
携し、「子供が輝く学校づくり」を
目指し、取り組んでまいります。

田島　一人
心豊かでたくましい子供の育
成をサポートし、楽しく元気に
活動！

長津　雅也
1家族 1活動　個人負担の平均化及び各活動の理
解浸透を目的として、各委員以外の方々にも、年一
回以上のPTA活動に参加していただく方針です。

村家　幸伸
つながりを育む～地域の子ど
も達の未来のために！～

松山　朋朗
親と先生が手を取り合い、子が
自慢できる地域へ　
―堀川プライド―

前澤　諭
子供たちが、安心、安全に、学
び、遊び、成長できる環境を築
いていこう

齊藤　昇
笑顔が絶えない、会活動を目
指して子供達の未来のために、
頑張ろう！

野田　敦
PTA、先生、地域で「団結」し、
子供たちの学校生活を充実さ
せる。

高谷　宏志
子供たちの中学校生活が充実
したものとなるよう、活動を促
進していく

三浦　大輔
今年度の PTA スローガンは

「結」です。人と人を結び輪
が広がる活動を目指します。

黒部　雄一郎
大泉中ＰＴＡ大成会は、明るく
のんびりゆるやかに活動して
まいります！

内山　英史
"元気  勇気  笑顔"をモットーに
子供たちが健やかな学校生活
を送れるよう努めます。

大島　朋子
できるときにできることを  
みんなで活動！山中PTA！！

仁歩　貴一
子供たちが安心して、楽しく学
校生活が送れるようにPTA活
動を推進する

福谷　麻美
無駄を省いて、負担の少ない
活動を

中島　豊
みんなで協力して楽しくPTA
活動をしよう

成田　光雄
先生と親と子の楽しく良好な
関係づくりを目指しています。

柴木　知次
お母さん、お父さんが協力し、
子ども達以上に活動を楽しむ

中井　啓之
子供たちのために頑張る全て
の人がより良くなるように

大澤　恒寛
南中は、地域と保護者と学校がしっかりと連
携し、子供たちの環境を見守っている素晴ら
しい学校で、子供達は笑顔がいっぱいです。

清水　伸行
地域・学校・家族の“絆”と“あっ
たか言葉”で笑顔あふれる毎日
を！

大丸　巌
例年の活動に加え今年は立山
登山復活。子供たちの思い出
づくりに楽しく頑張ります！

四ツ嶋　健彦
学校・家庭・地域のパイプ役と
なり、子供たちが安全・安心に
生活できる環境作りに努める。

松任　良貴
みんなで築こう!笑顔、あいさ
つあふれる豊田っ子!

中嶋　章雄
学校・家庭・地域の連帯を深め、
子供達が安心・安全に過ごせる
環境づくりの支援。

松下　彰浩
生徒達が安心して学校生活が
送れるよう、学校・家庭・地域が
連携して支援する。

《単位PTA会長・活動方針紹介》

― 2 ―― 3 ―



― 4 ―― 5 ―

子供たちのための「学校の働き方改革」 ブロック紹介ブロック紹介
　近年、学校に対する要求は増し、そのため先生方の勤務時間も増えています。ま
た、社会情勢は急激に変化し、IoTやAIなどの技術の進展も目覚ましく、新しい時代
に対応した教育が求められています。過酷な勤務状況にある先生方が学校教育に
専念できるようにするために私たちは、保護者として、またPTAの一員として、そし
て地域社会の一員として何ができるのでしょうか？　未来を担う大切な子供たち
のため、考えてみましょう！

新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する
総合的な方策について（答申）（第213号）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985.htm

・小さな行事を削減
・行事の準備期間の縮減
・家庭訪問の廃止や見直し

・電話対応の時間の短縮
・地域やPTAとの連携強化や協働　など

■学校及び教師が担う業務を整理してみましょう！

PTAの現状も社会情勢の変化で厳しいものになっています。PTAも学校も大きな変わり目に
あります。子供たちのために何ができるか、それぞれのPTAでしっかり考え、小さなことからで
も取り組んでみませんか。

特集

定められている勤務開始・終了時刻 8：15～16：45

7：30～19：01

11時間15分

11 . 6日

中学校小学校

7：27～19：19

11時間32分

8 . 8日

出勤・退勤時間の平均
（平均年齢41.1歳）

1日当たりの学内勤務時間

教員※の1年間当たりの有給休暇の平均取得日数

◇通勤時間は教員※の7割が30分以内　※ここでいう「教員」には、校長や副校長・教頭等を含む。

◇勤務時間は10年間でかなり増えています。

■教諭の平均的な勤務の状況

校長

教諭

副校長・教頭

■教員の1週間当たりの学内勤務時間（持ち帰り時間は含まない。）（時間：分）
中学校小学校

H28年度

基本的には学校以外が担うべき業務

①登下校に関する対応

②放課後から夜間などにおける見回り、
　児童生徒が補導された時の対応

③学校徴収金の徴収・管理

④地域ボランティアとの連携調整

⑤調査・統計等への回答等
　（事務職員等）

⑥児童生徒の休み時間における対応
　（輪番、地域ボランティア等）

⑦校内清掃
　（輪番、地域ボランティア等）

⑧部活動（部活動指導員等）

⑨給食時の対応（学級担任と栄養教諭との連携等）
⑩授業準備
　（補助的業務へのサポートスタッフの参画等）

⑪学校評価や成績処理
　（補助的業務へのサポートスタッフの参画等）

⑫学校行事の準備・運営
　（事務職員等との連携、一部外部委託等）

⑬進路指導（事務職員や外部人材との連携・協力等）
⑭支援が必要な児童生徒・家庭への対応
　（専門スタッフとの連携・協力等）

学校の業務だが
必ずしも教師が担う必要のない業務

教師の業務だが
負担軽減が可能な業務

H18年度 増減 H28年度 H18年度 増減

55：03 52：19 +2：44 56：00 53：23 +2：37
63：38 59：05 +4：33 63：40 61：09 +2：31

57：29 53：16 +4：13 63：20 58：06 +5：14

部活動の設置・運営は法令上の義務ではないが、
ほとんどの中学・高校で設置。
多くの教師が顧問を担わざるを得ない実態。

※その業務の内容に応じて、地方公共団体や教育委
員会、保護者、地域学校協働活動推進員やボラン
ティア等が担うべき。

※

学校では具体的にこんな取り組みをしています。

　
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、学
期
ご
と
に
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
は
、富
山
市

P
T
A
連
絡
協
議
会
や
各
学
校
の
報
告
を
し
た
り
、

子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
良
く
な
る
よ

う
に
、問
題
や
悩
み
ご
と
の
相
談
、情
報
共
有
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。四
月
に
実
施
す
る
南
部
中
学
校
の

歓
送
迎
会
に
は
校
区
す
べ
て
の
自
治
振
興
会
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
方
、先
生
方
、P
T
A
会
員
な

ど
約
八
十
名
が
参
加
し
、南
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
子
供
た

ち
の
た
め
に
交
流
を
深
め
、情
報
を
交
換
し
て
い
ま

す
。強
い
絆
が
あ
り
子
供
た
ち
の
た
め
に
活
動
し
て

く
れ
る
方
が
多
い
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。

　
堀
川
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、年
間
三
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。う
ち一
回
は
総
会
で
春
に
開
催
し
、

堀
川
中
学
校
・
堀
川
小
学
校
・
蜷
川
小
学
校
・
堀
川

南
小
学
校
の
P（
親
）と
T（
学
校
）が
参
加
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
活
動
を
報
告
し
合
い
ま
す
。同
じ
学

校
の
P
と
T
の
交
流
だ
け
で
は
な
く
、違
う
学
校
の

P
と
T
が
交
流
し
合
う「
斜
め
の
会
」と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
P
だ
け
の
集
ま
り
に
な
り
、主
催
校
を
持

ち
回
り
と
し
テ
ー
マ
を
決
め
て
実
施
し
ま
し
た
。主

催
は
堀
川
南
小
学
校
で
、テ
ー
マ
は「
こ
ど
も

1
1
0
番
の
家
」で
し
た
。各
校
下
で
取
組
状
況
が

様
々
で
あ
り
ま
す
が
、そ
も
そ
も
子
供
た
ち
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
重
要
な
取
り
組
み
で

あ
り
、今
後
ま
す
ま
す
地
域
団
体
と
の
つ
な
が
り
が

重
要
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
２
月
頃
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

　
新
庄
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
、年
二

回
の
ブ
ロ
ッ
ク

会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。一
回
目

の
ブ
ロ
ッ
ク
会

で
は
、各
学
校

の
校
長
先
生
、

P
T
A
会
長

が
集
ま
り
、近

況
報
告
、各
学

校
の
悩
み
ご
と

や
、問
題
等
々

に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

次
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
で
は
、P
T
A
会
長
だ
け
で
は

な
く
、各
学
校
の
P
T
A
役
員
も
交
え
て
意
見
交
換

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、子
供
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
れ
に
合

わ
せ
て
、P
T
A
活
動
、組
織
等
々
、い
ろ
い
ろ
と
変

革
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。み
ん
な
同
じ
よ

う
な
悩
み
を
持
つ
も
の
ど
う
し
で
、い
ろ
い
ろ
な
意

見
を
出
し
あ
い
、情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、今
の
時

代
に
あ
っ
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

南
部
ブ
ロ
ッ
ク

堀
川
ブ
ロ
ッ
ク

新
庄
ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
長

　大
澤

　恒
寛

ブ
ロ
ッ
ク
長

　松
山

　朋
朗

ブ
ロ
ッ
ク
長

　堀
田

　栄
一

（参考①より）

（参考①より）

（参考①、参考②より）

参考①

政府広報オンライン：新しい時代の教育のために「学校の働き方改革」が進められています！
https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201904/2.html参考②



南西部エリア

八尾・杉原ブロック
㉑ 八尾中

㉒ 杉原中

速星ブロック
㉓ 速星中

山田ブロック

城山ブロック
㉔ 城山中

南部エリア

⑰ 興南中
興南ブロック

月岡・上滝ブロック
⑫ 月岡中

⑳ 上滝中

大沢野ブロック
⑲ 大沢野中 ㉖ 楡原中

楡原ブロック

西部エリア
呉羽ブロック

⑬ 呉羽中

和合ブロック
⑯ 和合中

西部ブロック
④ 西部中 ㉗ 附属中

附属ブロック

《単位PTA会長・活動方針紹介》

㉕ 山田中

齊藤　亮
未来の富山県を背負っていく
子供たちの為に、環境を整える
ことに努力します。

河部　祐平
子供と共に学び、共に成長でき
る親学び・組織運営の充実を図
る。

中家　智之圓山　尚英
学校との緊密な連携を図り、行
事へのより多くの参加を求め
る。

中島　忍
「百折不撓」～親子共に諦めな
い心を養おう～

村田　勇志
地域密着で明るい新保地域の
維持をしていく。

藤村　毅
すなおなこころで　
～じぶんをみつめてみよう～

黒川　健志
全校生徒３１人、小規模学校の
良さが生かされる活動を目指
します

森野　良久
○どものために、○らいとき
でも、○もちよく。

野口　領
今年度も、地域の特性を活かしたスキー行事（
論田山AL・XCスキー大会 長野県白馬北小と
のスキー交歓会など）を充実させていきます！

平岡　昌純
校区がないため、ＰＴＡが後援
会と連携して地域の分も学校
を支援します。

米原　久晴
PTA活動を通して学校の教育
目的達成に努め、会員相互の
修養親睦を推進しています。

表　拓也
活動方針なし。子供たちのた
めに最善を尽くします。

菅原　大樹
「子ども110番の家」のマップ
作成と保護者のPTA活動理解
度向上

金谷　幸則
持続可能な組織を目指し、変
えるべきところを変えていき
ます。

泉　賢志
教職員の教育環境を整えるために
保護者の出来る事を模索し未来へ
と繋げる取り組みをしていきます。

蜷川　崇奥井　良樹
「輝かせよう！子供の未来（明
日）」～保護者と学校の協働を
深めよう～

高道　哲士
輝け ひとみ ひろがれ 笑顔 負
けるな 自分に

角間　光伸
子供と一緒に親も成長しよう！！

樫山　直行
子供たちの幸福を願って、子
供たちとともに歩む龍幡会

武田　誠司
「教え育み、共に育つ」を重点
目標として、役員一丸で頑張り
ます。

池畑　英生
学校、家庭、地域をつなぎみん
なで育てる、子供たちの環境
づくり。

福井　智之
子供たちの笑顔の為に、我々
PTA、先生方、地域の皆さまと
協力してサポートする。

浅野　英樹
八尾中学校との統合に配慮し
ながら、保護者と教職員が協力
して、教育環境の充実を図る。

坂本　剛司
神保小学校PTAでは、「大人も子供
も笑顔で明るい神保をめざして」をス
ローガンに掲げ活動を行っています。

場家　隼也
たくましく現代を生き抜く子供
の育成

澤端　伸治内山　剛
スローガンは、『親も学び考え
よう！子供たちの未来のため
に！』

山下　晃弘
保護者と地域が一体となって
活動できるようつとめます。

浅名　稔
自ら考え、心豊かでたくましい
子供の育成

土野　賢介
子供たちのよりよい成長を願
い大人が自ら学び行動しよう

大野　淳也
学校や地域の協力を得ながら、
子供たちが安全･元気に育つよ
う努めます。

中村　広子
「学校、家庭、地域と協働。未来ある宮野
っ子のために」活動を通じて、つながりを
高め、心豊かな子供たちを育てよう

数井　康司
小学校と地域の橋渡し役として、
小学校と地域を盛り上げる。

久郷　賢
学び合い、助け合い、感謝の心
が芽生える 大庄小！

高木　克之
より良き学校を目指し生徒の為
楽しみながら保護者も一緒に成
長しよう。

松本　哲哉
心をひとつに、伝える、伝わる楽
しいPTA活動

藤本　一行

吉岡　知博

髙木　敏行

「思いやりを伝えよう」
生徒達へ自然と思いやりが伝わ
る活動を！！

五十嵐　弥生
保護者・学校・地域が一丸となっ
て子供たちの成長を見守ります。

子供たちの安全、笑顔のために
先生、地域の皆さんと一致団結
して活動

山崎　健一
社会的マナーを守る、健全な児
童(寒江っ子)の育成！子供は地
域の宝!!

中山　郁子
大切な子供の未来（あした）の
ために。今できること

長濱　成輝
みんな少しずつ、皆で作るPTA

原　雄輝
子供たちが元気いっぱい、笑顔
いっぱいに成長していける舞台
を作ります。

松岡　康子
子供たちが「草島っ子で良かっ
た！」と笑顔になる活動を！

辻　健二
共に学び 共に楽しむ 親も子も

前田　宏
人が繋がり合い、みんなでハッ
ピーに子育てできる環境作りの
一翼を担う

中田　順和
プールの新設に伴いはじめての
プール開放！安心安全に推進し
ます。

佐々木 忠義
～すべては未来輝く子供たちのため～上滝中学校育
友会は、保護者と教職員が連携し、全生徒が元気で笑
顔あふれる学校生活を過ごせるよう支援していきます。

こ つ

き
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富山市ＰＴＡ連絡協議会広報紙　第101号

第75回日本PTA東海北陸ブロック研究大会

第7回富山県PTA会員大会第7回富山県PTA会員大会

２019年10月18日（金）・19日（土）

開催日時 ： 令和元年11月30日（土）13:00～（受付12:00）
会場 ： 富山県民会館

津市産業スポーツセンター サオリーナ

　令
和
元
年
度
、富
山
市
P
T
A
連
絡
協
議

会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
水

橋・三
成
ブ
ロ
ッ
ク
、三
成
中
学
校
よ
り
出
向

の
古
川
尊
久
で
す
。ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
化
、多
様
化
、情
報
化
社
会
、教
師
の
多
忙
化
な
ど
、私
た
ち
が
子
供
で

あ
っ
た
時
代
と
は
違
う
形
の
厳
し
さ
が
あ
り
ま
す
。私
は
、保
護
者
が
、そ
の

よ
う
な
現
状
を
し
っ
か
り
と
認
識
す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

P
T
A
は「
子
供
た
ち
の
た
め
」を
第一に
考
え
て
動
く
組
織
で
は
あ
り
ま
す

が
、子
供
た
ち
の
た
め
に
活
動
す
る
中
で
、私
た
ち
大
人
自
身
が
成
長
す
る

機
会
を
得
ら
れ
る
組
織
で
も
あ
り
ま
す
。

　来
年
は
こ
こ
富
山
県
で
、日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
主
催
の
日
本
P
T
A

全
国
研
究
大
会
富
山
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。大
会
に
参
加
す
る
意
義
と
し

て
は
、⑴
会
員
の
子
育
て
に
関
す
る
知
識
等
を
学
ぶ
機
会
と
な
る
こ
と
、⑵
自

分
た
ち
の
P
T
A
活
動
の
参
考
事
例
に
出
会
え
る
こ
と
、⑶
活
動
を
通
し
て

仲
間
が
作
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
を一つ
の
機
会
と
捉
え
て
、今

年
度
は「
学
び
の
場
の
提
供
」を
重
点
実
施
項
目
に
掲
げ
ま
し
た
。

　大
切
な
こ
と
は
、す
べ
て
の
人
が
世
の
中
の
出
来
事
に
無
関
心
に
な
ら
ず
、

意
見
を
持
っ
て
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、正
し
い
情

報
を
見
極
め
、学
び
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。今
、私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
は
、実
際
に
そ
う
い
う
風
に
社
会
に
参
加
し
て
よ
り
良
い
社
会
を

築
く
こ
と
と
、そ
う
い
う
姿
を
子
供
た
ち
に
見
せ
て
、自
分
た
ち
が
望
め
ば
社

会
は
よ
り
良
く
な
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　す
べ
て
の
P
T
A
活
動
の
中
に
学
び
の
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

P
T
A
行
事
で
ち
ょっ
と
で
も
気
に
な
る
も
の
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
六
月
二
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
に
て
令
和
元
年
度
会
長
情
報
交
換
会
を
開

催
、
市
内
の
各
小
中
学
校
七
十
三
校
の
会
長
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
第一部
で
は
新
潟
県
P
T
A
連
合
会
よ
り
平
石
祥
吉
氏
を
招

き
「
第
六
十
六
回
日
本
P
T
A
全
国
研
究
大
会
を
開
催
し
て
」

と
題
し
て
自
ら
の
P
T
A
経
歴
や
、
全
国
大
会
実
行
委
員
長
と

し
て
経
験
し
た
新
潟
大
会
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
第一分
科
会
で
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク

長
会
議
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
・
三
・
四
・
五
の
四
つ
の
分
科
会
を
、
学
校
規

模
別
に
例
年
通
り
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
開
き
、
悩
み
の
共

有
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
取
り
組
み
を
披
露
し
合
う
会
と

な
る
よ
う
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
部
屋
に
て
行
わ
れ
る
分
科
会
で
は
多
く
の
情
報
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
且
つ
悩
み
を
解
決
で
き
る
糸
口
が
見
つ
け
ら
れ
る

と
あ
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
足
り

な
い
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
見

を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

た
な
試
み
に
対
す
る
様
々
な
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

検
討
を
進
め
来
年
度
に
生
か
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
五
月
十
九
日
（
日
）
八
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、

百
五
十
四
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
広
報
実
技
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

　「
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
！
P
T
A
広
報
紙
づ
く
り
」
と
題
し

た
富
山
県
P
T
A
連
合
会
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
魚
住
恭
子
氏

の
講
演
会
で
は
、「
広
報
紙
発
行
の
目
的
」
や
「
読
み
や
す
い

広
報
に
す
る
に
は
」
な
ど
広
報
紙
の
基
本
的
な
作
り
方
に
つ
い

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
実
際
に
資
料
を
も
と
に
そ
の

場
で
広
報
紙
を
作
成
し
、
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
広
報
紙
を
作
る
こ
と
に
よ
り
参
加
者
同
士
の
作
り

方
の
違
い
や
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
知
り
、
今

後
の
広
報
紙
作
成
の
参
考
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
ぜ
ひ

今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
情
報
交
換
会

広
報
実
技
研
修
会

ブ
ロ
ッ
ク
紹
介

…
8
P

会
長
挨
拶
／
日
P
兵
庫
大
会
報
告
／

校
長
会
役
員
と
の
懇
談
会
／
表
彰
一
覧

平成30年度
市P連功労賞（表彰状）名簿

第6分科会で富山市立芝園小学校が「子供たちがより安心・安全に通学できる通学路を目指して
　～地域全体で子供たちを見守る活動～」というテーマで発表します。

大会内容：各種分科会  
　　　　　研究指定PTA発表  小学校の部　富山市立　堀川小学校有成会
　　　　　　　　　　　　　　中学校の部　砺波市立　般若中学校PTA

四 方 小 　草島　周司 様
太 田 小 　三浦　笑美 様
呉 羽 小 　酒井　陽子 様
大久保小 　長澤　康弘 様
東 部 中 　室　　敬人 様
西 部 中 　水口　　満 様
新 庄 中 　柴垣　幸正 様
山 室 中 　尾近　　隆 様
山 室 中 　竜川　　薫 様
城 山 中 　中崎　洋一 様
城 山 中 　能澤　　誠 様
城 山 中 　森野　利彦 様
附 属 中 　吉澤比佐志 様

富
山
市
P
T
A
連
絡
協
議
会
　会
長　

古
川 

尊
久

富山市小中学校長会役員との懇談会富山市小中学校長会役員との懇談会
8月19日（月）午後6時30分よりANA
クラウンプラザホテル富山にて、富山市
小中学校長会役員から16名と富山市
PTA連絡協議会役員から
25名が参加して懇談会
を開催致しました。

8月23日（金）、24日（土）に日本PTA全国研
究大会兵庫大会が開催されました。2日目の全
体会では、8,000人の参加者が集まる中、メン
タリストDaiGo氏による「子育て
は、心理学でラクになる」と題し
た記念講演がありました。来年度
の富山大会のPRも行いました。


